
情報技術活用経営改革セミナー 

ビジネスのための 

ＩＴ環境構築講座 ① 

企業経営とＩＴ環境 
～なぜＩＴ環境が必要なのか～ 
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本日の内容 

●なぜＩＴ環境が必要なのか 

●経営環境の変化を捉える 

●ＩＴを何に使うのか 

●クラウドコンピューディングとは 

●ＩＴ環境の整備と戦略 
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● なぜＩＴ環境が必要なのか 

● ＩＴを何に使うのか 

● ＩＴ環境の整備と戦略 

● クラウドコンピューティングとは 

● 経営環境の変化を捉える 



経営者に聞きました（１） 
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Ｑ：なぜパソコンを導入するのですか？ 

Ａ：仕事の効率を上げるためさ。 

Ｑ：パソコンで何をするのですか？ 

Ａ：電子メールやホームページだ。どこもでもやって
いるからね。 

Ｑ：では、電子メールで何をやりたいのですか？ 

Ａ：販促をしたいんだ。お客を増やしたいんだ。 

Ｑ：ところで、パソコンを使う環境は整っていますか？ 

Ａ：どの部屋にも電気コンセントはあるよ。 

本当
か
な？ 

それで
いいの
かな？ 

■なぜＩＴ環境が必要なのか 



経営者に聞きました（２） 
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Ｑ：なぜ、○○システムを導入するのですか？ 

Ａ：○○の機能を使いたいからだ。 

Ｑ：○○システムを動かす環境は整っていますか？ 

Ａ：全てのパソコンがＬＡＮに接続されているし、イン
ターネットにもつながているよ。 

Ｑ：パソコンのＯＳが古いのですが、なぜ？ 

Ａ：△△システムがそれでなければ動かないからさ。 

Ｑ：ところで、ＬＡＮに接続されている機器はなんです
か？ 

Ａ：これと、あれと、それから・・・・・。 

本当
か
な？ 

それで
いいの
かな？ 

■なぜＩＴ環境が必要なのか 



１００年に一度の大改革 

黒船到来！ 

電子商取引 

ＥＤＩ 

電子証明書 

電子入札 

ビジネスの世界でも 

IC・住基カード 個人情報保護法 

日常生活でも 

電子政府 

ブログでの個人の 

   情報発信 

インターネット 

ショッピング 

携帯お財布 

セキィリティ 

ネット社会とは 
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■なぜＩＴ環境が必要なのか 



ネット社会へ参加するには 

ビジネス
ユース 

経営基盤 

ネット基盤 

社内基盤 

ネット社会へ参加 

ネット社会へ接続 

ネット社会の準備 

ネット社会で活躍 
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■なぜＩＴ環境が必要なのか 

ＬＡＮ環境 

インタネット
接続 

電子メール 
ホームページ 



効率的に参加するには 

ビジネス
ユース 

経営基盤 

ネット基盤 

社内基盤 
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■なぜＩＴ環境が必要なのか 

基盤の使命は、 

 『安く』『安全』『安定』 

生活基盤の 

電気やガス 

ＩＴ基盤 
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経営環境の変化 

- 10 - 

■経営環境の変化を捉える 

為替変動 

グローバリゼーション 

商品の多様化 

中国問題 

環境対策 

事業の再構築 

社会的責任の増大 

多種多様な課題が山積 

待ったなしの状況 



多様化・多品種化の影響 
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■経営環境の変化を捉える 

多様化 多品種化 

危機 

不良在庫 販売機会損失 

解決 

市場動向への即応 

実現 

企業内の迅速かつ円滑なコミュニケーション 



空洞化とは 
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■経営環境の変化を捉える 

組立メーカー 

部品メーカー 

９０円 

国内 

部品メーカー 

海外 

１ドル 

円高：９５円→８５円 

もっと安く 

切
替 

組立メーカー 

海
外
移
転 

為替の影響を
受けたくない 



空洞化と新たな競争 
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■経営環境の変化を捉える 

製造業が海外で作って日本に輸入 

日本で設計 
海外で製造 

小売でもできる 

ＰＢ 

新たな競争相手 



日本で生き残るには 
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■経営環境の変化を捉える 

日本の得意技は 

●日本の顧客をよく知っている 

●迅速にニーズに対応できる 

実現 

●注文から納入、顧客満足度の確認までのプロセスを管理 

●ニーズとモノづくりのマッティング 

ＣＲＭ：顧客との関係を強化 



ＣＲＭ 
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■経営環境の変化を捉える 

● ＣＲＭ：Customer Relationship Management 

 情報システムを応用して企業が顧客と長期的な関係を
築く手法のこと。 

 詳細な顧客データベースを元に、商品の売買から保守
サービス、問い合わせやクレームへの対応など、個々の
顧客とのすべてのやり取りを一貫して管理することにより
実現する。 

 顧客のニーズにきめ細かく対応することで、顧客の利便
性と満足度を高め、顧客を常連客として囲い込んで収益
率の極大化をはかることを目的としている。 

ＩＴ用語辞典より 



顧客から個客へ 
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■経営環境の変化を捉える 

顧客ひとり一人と企業とのコミュニケー
ションを深化する 

信頼関係 

の構築 の蓄積 

関係 

電子メール、ホーム
ページなど 

データベース、電子カ
ルテなど 

ＩＴ環境に求められるコトは 
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■ＩＴを何に使うのか 

●業務効率化の道具 → コスト削減効果 

●売上増大の道具 → 売上高増大効果 

●人材育成の道具（能力向上） 

●コミュニティの促進（顧客、取引先、地域との連携） 

●企業間連携の強化 

●即応性向上（変化への即応力、リスク削減） 



人材を育成する 
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■ＩＴを何に使うのか 

・ＩＴを活用して人を減らす 

・人をいらなくするＩＴ 

・できる人がＩＴを使いこなす 

 －企画支援 

 －製品開発支援 

 －改善活動 
・人の能力を高めるＩＴ 

 －情報活用能力 

 －情報分析能力 

 －情報収集能力 

 －しくみを考える能力 

 －改革を推進できる能力 

 －考える能力 

発想の転換 



コミュニティの促進 
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■ＩＴを何に使うのか 

・顧客 

・取引先  と一体になった経営 

・地域 

・オープンな関係から価値共有の関係へ 

・ブランド/口コミ経営 

 －固定客、個人客 

 －強みを生かした経営 

・情報の双方向性 



即応性の向上 
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■ＩＴを何に使うのか 

・リスクに備える、ビジネスチャンスに備える 

・変化への即応性 
   ＩＴが変革の邪魔をしない 

・注文への対応力 
   ＥＤＩは、これからのビジネスの前提 

   コストデータ、工数データ、見積もりデータを準備 

・顧客ニーズを実現する能力 
   ニーズができてから準備するのでは間に合わない 

   今まで失敗事例、研究が参照できる 

・新規アプリケーションが短期間に稼働できる 

・必要な情報が揃っている 
   外部、内部情報のＤＢ化 



企業間連携の強化 
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■ＩＴを何に使うのか 

内製 

・安定した供給 

・信頼できる品質 

・契約の手間不要 

・知識の蓄積 

外製 

・早期に調達可 

・必要なだけ調達 

・初期投資なし 

・競争原理 

・コアコンピーテンス経営 

・クラウドの活用 



●クラウドコンピューティングとは 
■クラウドコンピューティングとは 
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クラウドコンピューティングとは 
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■クラウドコンピューティングとは 



クラウドと新戦略 
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■クラウドコンピューティングとは 

・初期投資回収モデル 

   －支払が先、利益が後 

   －大規模、長期プロジェクト 

・変動費型モデル 

   －利益が先、支払が後 

   －処理件数に応じて費用負担 

クラウドコンピュー
ティングの活用 

フレキシブルな
システム開発 

経営意思決定リスクを最小に 

知恵、人材が鍵となる 



ＩＴ経営への駆動力 
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■クラウドコンピューティングとは 

ＩＴ投資余力 
経営改革意欲 

・好況期：財務余力はあるが、改革意欲は減退しがち 

・不況期：改革意欲は高まるが、財務余力は縮小 

・賢いＩＴ投資で高い効果、効果は投資金額と比例しない 

・投資採算性を高める最大要素は活用能力 
  －情報リテラシーと活用能力の練磨 



ＩＴ活用の発展と価値の変化 
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■クラウドコンピューティングとは 

●汎用コンピューター、オフコンの時代（情報処理） 

－事務計算、集中処理、銀行オンライン、大容量・高速 

●パソコン時代（情報活用） 

－非専門家の利用、ネットワーク利用 

－使い易いハードソフト、パソコン、ワープロ、表計算 

●情報ネットワーク時代（情報交換） 

－インターネット、Ｗｅｂ、ケイタイ、クラウド 



●ＩＴ環境の整備と戦略 
■ＩＴ環境の整備と戦略 
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● なぜＩＴ環境が必要なのか 
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ネット社会とつながる（ＡＳＰ/ＳａａＳ） 

インターネット 

ユーザＡ 

ベンダーＡ ベンダーＢ 
ＡＳＰ/ＳａａＳ 
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所有から互助へ 

■ＩＴ環境の整備と戦略 



ネット社会とつながる（企業間取引） 

インターネット 

ユーザＡ 

ベンダーＡ ＡＳＰ/ＳａａＳ 

ユーザＢ 
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所有から共生へ 

■ＩＴ環境の整備と戦略 



ネット社会へ参加するには 

ビジネス
ユース 

経営基盤 

ネット基盤 

社内基盤 

ネット社会へ参加 

ネット社会へ接続 

ネット社会の準備 

ネット社会で活躍 

カ
ス
タ
ム
化 

標
準
化 
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■ＩＴ環境の整備と戦略 

安く、 

主戦場 

主戦場に注力 

安全に、 

安定して 



経営基盤の整備 

ビジネス
ユース 

経営基盤 

ネット基盤 

社内基盤 

ネット社会へ参加 
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●ファイル管理 

●リスク管理 

●ホームページ 

●会計 

■ＩＴ環境の整備と戦略 

標準化 

安く、 

安全に、 

安定して 



ネット基盤の整備 

ビジネス
ユース 

経営基盤 

ネット基盤 

社内基盤 

ネット社会へ接続 
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●電子メール 

●ホームページ 

●ドメイン名 

■ＩＴ環境の整備と戦略 

標準化 

安く、 

安全に、 

安定して 



社内基盤の整備 

ビジネス
ユース 

経営基盤 

ネット基盤 

社内基盤 ネット社会の準備 
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●パソコン 

●周辺機器 

●ネットワーク 

●セキュリティ 

■ＩＴ環境の整備と戦略 

標準化 

安く、 

安全に、 

安定して 


